
東福保育園 3歳児

年間テーマ

探求テーマ　　 2024年 12月 25日（水）

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

冬のどんぐり公園の自然物に触れよう。

子どもの言葉・姿 写真

・霜柱を見つけて

A：かりかり

B：しゃりしゃり

Ｃ：がりがり。固まってる。しろいからじゃない？

Ｄ：掘って霜柱探す。

Ｂ：ずっと持ってたらどうなるかな。泥になった。

Ａ：茶色と黒。

Ｃ：銀じゃない？

Ｅ：白い。

Ｂ：黄色い。

Ａ：でっかいのあるよ。ぴかぴか。

・葉っぱやそのほかの植物を見つけて

A：（裏と表で）色が違う。

B：葉っぱが光ってる。水でしょ。

C：あ、ジングルベルの（木）

・柊の木を見て

A：チクチクするよ。

B：赤いのがある。

Ｃ：こんなに集めたよ

Ｂ：食べられるやつかな。さくらんぼみたい。

・どんぐり公園の落ち葉の色や木に葉っぱが少なくなって

いることに関心を持っている。

・公園内を走ったりして体を動かしている。

・落ち葉や落ちているどんぐりの多さに気づく。

・落ち葉だけではなく、周り木の様子にも目を向ける。

・冬のどんぐり公園にはどんなものがあるか探してみる。

・触ったり、踏んだ時の様子はどうか。

・冬のどんぐり公園の自然に目を向けてみる。

・落ち葉やどんぐりだけでなく、霜柱、葉っぱの露など冬

の現象にに気づけるようにする。

・どんぐり公園で行う。

・少人数で行う

・公園内の安全に気をつけて行う。

・興味のある子が参加をするようにした。

・子どもによって見るものが違うので、それぞれの気づき

を認められるようにする。

・どんぐり公園の中で、いろいろと場所を変えて探索活動

をしたことで、子どもたちがいろいろな自然物に気づけた

と思う。

・霜柱の色について子どもから声が出ていたが、みんな透

明色についてはあまり知らない感じだったことがわかっ

た。

・前日に続いて霜柱を見つけて、子どもたちもどこにある

のかわかっていたので、その日の気温に合わせて変化も見

ていけたら、またどうしてその場所なのかということにも

目を向けられたらと思う。

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく


